
会 議 名 

令和 7年度第 9回 生活支援事業連絡会 

開催日時 2026年 1月 17日（水）14:00～16：00 

開催場所 本町暫定第 2会議室 

参加者 
小金井市介護福祉課：木津、菊地原、田村（敬称略） 

きた包括：松村 ひがし包括：中島（＋実習生） にし包括：久野 みなみ包括：河合（記録） 

議  事  内  容 

１．ケアマネ研修について（田村係長より） 

参加依頼の背景： 

・昨年シャドーワークについて国から指針が出た影響で、主任ケアマネから地域課題（地域住民との顔の見える

関係づくり、ちょっとした困りごと（暖房器具の故障）など）について検討したいという意見があった。市と

しても共有の場を持ってすすめているところ。 

・生活支援コーディネーターの持っている情報やコーディネーターの役割についての共有してほしい 

 研修： 

・研修当日/生活支援体制整備事業を市から説明後グループワークにて進めていく予定。 

グループワークではシャドーワークや困りごとについて共有、全体共有して情報交換、今後必要な資源の検討

をする予定。 

・3/3㈫午後、3/5㈭午後＠萌え木ホール A、B にて両日同じ内容を開催する。ケアマネジャーはどちらかに参加

するが、2 層 Co は両日とも参加を依頼したい。ファシリは主マネに依頼する予定。一回 20 名程度の参加者を

見込んでいるが、人数が少なかったら一日のみの開催。 

目的： 

・ケアマネジャーに生活支援コーディネーターについて知ってもらう。 

・ケアマネジャーから地域課題の情報を集める。（シャドーワークについても共有） 

（連絡会内の検討事項）・ケアマネジャーからあがる話として、身寄りのない人への対応（お金のこと、通院同

行など）などすぐに解決策にはいたらないことがあがる可能性が高い。地権の話の方が需要があるかもしれな

い。 

→すぐに解決できるものではないということは参加の前提として伝える。 

 

２．第１層協議体について 

・活動報告は 3 分以内でコーディネーターから報告 

協議体委員について： 

・イスヨガの S 氏：後任として入ることが決まった。 

・民生委員枠は O 氏。 

 

前回までの振り返り：資料①～③につて検討する予定。一つ一つ切り離して検討は難しいと考える。 

・町会の活動がみえない（町会加入のメリット等）新規入会者を取り込むにはどうしたらよいか。 

・今まではまだ社会参加していない方へのアプローチが多かった。 

・活動団体からも周知の場の要望があった。 

→活動を知ってもらうためにどうアプローチできるのか 

→活動団体の周知活動イベントをやるのか、行うとしたら市報で公募などすると、包括とつながりのない団体

にもつながれる。 

 

現在の課題： 

・一部では包括を知らない方も多い 

・活動は定着しているが時代の変化によって若い人や担い手になるような方がいないのが今の課題では。 

聞き取ったところでは、現在活動されている方は 60 歳代からすでに活動されているケースが多い。 

担い手がいる例）町会が子ども会に予算をつけるなどして活動を支援、そうして関わりを持っておき、子ども

が大きくなった段階で子ども会役員 OB・OG を町会へ取り込むなど。 

・社会の変化により、全体的に地域デビューが遅くなっている 

・イベントや講座を実施する会場のアクセスの良さは重要 

・入る側も受け入れ側、どちらも意見はあるのではないか 

→活動団体によっては受け入れる体制が整っていないところもある 

・加入が遅い（高齢）ため、担い手にはなれないが協力者は要る 

→いかに早い段階で若い世代とつながるか 
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→最近つながった例）①二小で元校長先生の地域コーディネーターが町会・PTA と連携して防災訓練を実施し

たケース。PTA の参加者は現在の副校長が全体メールで発信し、20 名ほどが参加。その参加者と地元の防災

会のメンバーとの連携を、地域コーディネーターが実現した。子どものために参加した親たちが、町会関係者

とつながるよい機会だったと思う。町会の防災担当とマンホールトイレ、パーテーション等の設置を参加者に

伝える役割などを担っていた。 

②ネットワークを持っている活動団体の方は自身のネットワークを駆使して担い手を連れてくることができた 

 

今後検討事項： 

・認知症サポーターもキッズだけでなく保護者世代を対象にしたものがあってもいいのではないか。保護者の親

世代の介護予防、認知症の早期発見・対応に役立つのではないか。 

・主催（デビューの入口）がだれであっても興味があれば講座等に若い世代は来ている。分野にとらわれずネッ

トワークを広げるためにも連携するのはどうか。 

・元サロン主催者からさくら体操のリーダーには毎年リーダー育成講座はあるのにサロンリーダー養成講座は

やっていないとの声あり。→それに当たるのは社協に居場所づくり講座があるし、サブスタッフ養成講座は一

応担い手育成の講座ではある。 

・SNS の活用（若い世代に向けて） 

 

３．令和 8 年度プレシニア・シニアのための社会参加講座（6 月）について 

・講師代（二回分）予算はつく見込み。 

・土曜日開催はどうか。（若い世代へのアプローチとして） 

・きたまちセンターなど公民館開催はどうか（抽選の可能性あるが 5 月の最終週はねらい目） 

講座・イベントの開催を知らず、たまたま通りかかった人にも当日参加してもらえるような設定にできれば、

新たな層とつながることができるのではないか。 

→第一層協議体後に再度連絡会等で話し合い進めていきたい。 

 

４．令和 8 年度生活支援連絡会予定について 

・第 3 水曜日 午後 2 時から 4 時 

・例年通り 8 月は休み 

・令和 8 年度第一層協議体の予定について ①5/26㈫ ②9/29㈫ ③R9/1/26㈫ 

 

５．応援ブックについて 

・今週金曜日午前までに市に返送。 

→予定のスケジュールよりも早めに第１校を業者に返すことで早めに第二稿をもらえる予定 

 

６．その他 

・医療連携会議 2/4 地域福祉コーディネーターに参加を呼びかけしている。ネットワークづくりにも良い機会。 

・運協 3/17 地域ケア会議をやる可能性あり。 

・きた：新しい団体へのアプローチ方法。チラシをみてメールで連絡したり、間をつないでいただける方に連絡

したりしている。 

・きた：「ゆるっとつながる大人のまんが雑談会」20 代から 40 代の参加者が多い居場所的なところ。参加者同

士で自分のお気に入りの作品を紹介し合い、参加者人気投票で１位の方にはちょっとした景品がある。土日午

後に開催し周知方法は市民掲示板へのチラシを掲載している。主に主催者が貼っているようで、参加者の連絡

方法は Google フォームから得たメールアドレスで行っている。 

・ひがし：「おとなりさんランチ」東町 5 丁目在住の方でひとり暮らしの方、限定して集まっている。友愛会館

にて月 1 回開催。脳トレやテーマに沿った話をしている。お昼ははぁとぽっとのお弁当をみんなで一緒に食べ

ている。コロナ前から開催している。お弁当代実費。→はぁとぽっとのお昼配達が終わってしまうため次どう

するか検討しているところ。 

→市内で他にも孤食防止の場があればいいと思う。 

以前の例）青空さくら体操の帰りにみんなでご飯を食べることがあったがコロナで中止になった。 

・地域安全課の防犯対策補助金の事業、まだ利用が予算の 3 分の 1 ほどにとどまっている。自動通話録音機もま

だ在庫あり。 

 

次回開催予定    

第 1層協議体  2026年 1月 27日（火）14時～  

生活支援連絡会 2026年 2月 18日（水）14時～ 於：本町暫定第 2会議室にて  以上 
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